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調印終了後、ガッチリ握手、左から車田村長、岸県企業局長、西平富士ゴム側社長(県庁で)

進出企業第1号に富士ゴム(株)
県内初の臨空港型工業団地として整備が進められていた県営玉川工業団地がこ

のほど完成。企業誘致の受け皿が整った中、3月24日県庁で富±ゴム株式会社(本

社-東京、西平俊裕社長)が土地売買契約に調印をし、進出企業第 1号に決まり

ました。

富士ゴムはコンビューターのキーボード用ゴムや防じんゴム、パネルスイ、ソチ

などを製造している大手メー力ーで工場用地15.2haのうち、 1.515haを取得。

65年に工場建設着工、同年操業予定で雇用拡大に大きな期待がもたれています。
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六
十
八
年
三
月
開
港
を
目
指
す
福
島
空
港
の
損
失
補
償
基
準
の
協

定
書
調
印
式
が
、
三
月
一
日
須
翼
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
九
月
に
県
が
地
権
者
に
基
準
案
を
提
示
し
て
以
来
、
約

五
力
月
、
十
回
に
及
ぶ
突
渉
で
合
意
を
得
、
調
印
式
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
空
港
建
設
事
業
は
大
き
く
前
進
。
六
十
三
年
度

に
は
鐙
土
試
験
、
工
事
用
道
路
建
設
な
ど
一
部
本
体
工
事
に
着
手
し
、

本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

地権者ら多数見守る中、行われた調印式(3月1日須賀川市文化センターで)

協
定
書
の
調
印
式
は
、
午
後
二
時

半
か
ら
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

松
平
知
事
は
じ
め
県
・
地
権
者
ら
約

百
人
が
見
守
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
母
神
空
港
建
設
事
務
所
長
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報
告
し
た
あ
と
、

松
平
知
事
、
関
根
保
男
須
賀
川
地
権

者
会
長
、
藤
田
金
二
玉
川
村
地
権
者

会
長
が
、
高
木
須
賀
川
市
長
と
車
田
村

長
立
ち
合
い
の
も
と
、
調
印
式
が
行
わ

れ
、
協
定
番
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

折貝
衝が

昨
年
九
月
、
県
は
地
権
者
に
対
し

地
目
別
の
翼
収
価
格
の
目
安
と
な
る

補
償
基
準
を
発
表
。
そ
の
後
、
各
地
権

者
会
か
ら
選
ば
れ
た
二
十
四
人
の
補

償
交
渉
委
員
が
地
目
別
の
等
級
格
差

設
定
、
各
等
級
の
買
収
価
格
に
つ
い
て

精
力
的
な
交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
月
二
十
日
の
第
十

回
交
渉
で
大
筋
の
合
意
が
成
立
。
二

月
二
十
七
日
の
総
代
会
で
了
承
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
港
建
設
事
業

に
新
た
な
起
点
と
な
る
「
協
定
書
の

調
印
式
」
を
迎
え
た
も
の
で
す
。

今
回
ま
と
ま
っ
た
協
定
は
、
空
港

本
体
と
周
辺
の
空
港
公
園
の
用
地
、

立
木
な
ど
の
補
償
基
、
準
。
そ
の
う
ち

土
地
の
取
得
価
格
(
い
ず
れ
も
一
平

方
M
当
た
り
)
は
、
宅
地
が
一
等
級

二
万
八
千
円
、

二
等
級
二
万
六
千
六

百
円
、
三
等
級
二
万
五
千
二
百
円
。

田
は
一
等
級
四
千
二
百
四
十
円
、
二

等
級
四
千
三
十
円
。
畑
が
一
等
級
三

千
百
八
十
円
、
二
等
級
三
千
二
十
円
。

山
林
・
原
野
が
千
四
百
六
十
円
に
な

っ
て
い
ま
す
。
(
別
表
を
参
照
)

買
収
予
定
面
積
は
、
空
港
本
体
と

空
港
公
園
を
合
わ
せ
て
四
五
六
鈴
、

地
権
者
は
四
二
八
人
で
す
。
こ
の
う

ち
玉
川
分
の
面
積
は
二
二
七
鈴
、
地

権
者
は
二
四
九
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

基
準
協
定
が
合
意
、
調
印
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
県
は
各
地
権

者
と
本
格
的
な
用
地
交
渉
に
入
り
、

家
屋
移
転
や
代
替
農
地
な
ど
生
活
再

建
対
策
に
十
分
な
配
慮
を
し
、
早
期

買
収
に
努
め
る
方
針
で
す
。

部十
用
地
買
収
に
つ
い
て
県
は
、
空
港

本
体
が
六
十
三
年
度
末
、
空
港
公
園

を
六
十
四
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
予

定
口
六
十
二
年
度
に
計
上
し
た
用
地

買
収
費
は
約
十
四
億
円
で
、
買
収
費

総
額
は
九
十
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
七
年
二
月
、
建
設

地
が
「
須
賀
川
東
」
に
決
定
さ
れ
て

以
来
、
六
年
の
歳
月
を
経
過
し
、
い

よ
い
よ
工
事
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に

な
っ
た
福
島
空
港
。
六
十
三
年
度
の

早
い
時
期
に
も
盛
土
試
験
や
掘
削
試

験
、
工
事
用
道
路
建
設
、
防
災
調
節

池
造
成
な
ど
一
部
本
体
工
事
に
着
工

し
、
新
た
な
進
展
を
迎
え
ま
す
。
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用 地 買 収 価 格

福島空港建設事業

協定書調印までの経過

友
好
都
市
提
携

一
郷
で

三
日
-

福島県空港整備計画専門委員

会で、候補地に「安達南、田

村西、須賀]11東J の3地区を

選出

空港誘致促進期成同盟会を結

成

福島空港誘致総決起大会を須

賀川市文化センターで開催

福島空港の候補地区を「須賀

東」に決定

松平県知事が空港建設予定地

を視察

空港建設予定地内で気象観測

始まる

村空港建設対策協議会を発足

県に空港建設に関する要望書

を提出

県が福島空港建設基本計画調

査の中間報告会を開催

細田運輸大臣が予定地を視察

福島空港建設の計画概要を発

表

福島空港玉川村地権者会を設

立

山下運輸大臣が建設予定地を

視察福島空港建設促進大会

を須賀川市文化センターで開催

福島空港が第 5次空港整備 5

カ年計画組み入れ決定

地権者会が県に同意書を提出

設置に伴う公聴会を須賀川市

文化センターで開催

福島空港の設置許可が下りる

福島空港公園基本計画を発表

県が空港用地買収の補償基準

を発表

須賀川市文化センターで協定

書調印式

56. 9. 7 

式

村
は
現
在
、
国
際
化
に
対
応
で
き

る
人
づ
く
り
を
重
点
事
業
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
中
華
民
国
南
投
県
鹿
谷
郷

と
の
友
好
都
市
提
携
の
準
備
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
提
携
打
合

せ
の
た
め
、
村
長
ほ
か
三
名
が
三
月

十
四
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
鹿
谷

郷
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

三
月
十
五
日
に
現
地
鹿
谷
郷
に
到

主
L
M
-
フ
せ
い
ぜ
、

着
。
邸
政
義
郷
長
ほ
か
関
係
課
長
、

呼

い

せ

い

李
維
政
郷
民
代
表
会
主
席
等
か
ら
熱

烈
な
歓
迎
を
受
け
た
あ
と
、
鹿
谷
郷

公
所
で
打
合
せ
が
行
わ
れ
、
村
が
持

ち
寄
っ
た
日
華
友
好
都
市
提
携
証
書

地元関係者と綿密な提携打合せを

56.10. 6 

56.12.12 

57. 5.14 

57. 6. 1 

57. 7.l3 

57.10.22 

57. 2. 1 

(
案
)
と
鹿
谷
郷
の
姉
妹
郷
結
盟
計

画
書
(
案
)
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
を
し
、
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
内
容
等
に
つ
い
て
合
意
に

達
し
、
五
月
三
日
鹿
谷
郷
に
お
い
て

提
携
書
の
調
印
式
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

十
六
日
に
は
邸
郷
長
の
案
内
で
鹿

谷
郷
内
の
公
共
施
設
等
(
診
療
所
・

郷
農
会
・
幼
稚
園
・
小
学
校
)
を
見

学
。
ま
た
、
南
投
県
庁
の
県
長
(
知

事
)
や
今
回
の
友
好
都
市
提
携
の
仲

立
ち
を
し
て
い
た
だ
い
た
司
法
院
長

の
林
洋
港
氏
を
表
敬
訪
問
し
、
今
後

の
交
流
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
五
月
の
調
印
に
向
け
て

準
備
を
進
め
、
五
月
三
日
の
調
印
式

に
は
日
華
親
善
友
好
都
市
提
携
推
進

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
十
数
名
が
出
席

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

京
玉
川
会
五
月
に
設

発

起

58.10.18 

59.12.14 

59. 7. 7 

59. 9月

60. 6.26 

三
月
二
十
四
日
、
東
京
浅
草
「
R

O
X
」
会
議
室
に
わ
い
て
、
東
京
玉

川
会
設
立
発
起
人
会
が
関
か
れ
、
規

約
、
設
立
総
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
玉
川
会
は
、
本
村
出
身
者
相

互
の
親
睦
及
び
村
と
の
情
報
交
換
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
村
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
る
も
の
で
、
入
会
者
は
現
在
約
六

十
人
で
す
。

発
起
人
会
に
は
、
発
起
人
、
村
合
わ

せ
て
十
一
人
が
出
席
し
、
三
時
間
に

わ
た
る
話
し
合
い
の
結
果
、
設
立
総

会
、
祝
賀
会
を
五
月
十
四
日
に
開
催

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
会
員
に
つ
い
て
は
都
内
の
ほ
か
千

6l. 2.15 

6l. 5.13 

6l. 8. 5 

63. 3. 1 

6l. 9.20 

62. 3.20 

62. 9.21 

zl: 

る

で葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
の
在
住
者
に
つ
い

て
も
募
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

D

ま

た
、
事
業
計
画
と
し
て
、
広
報
た
ま
か

わ
の
発
送
、
都
内
に
就
職
、
入
学
し
た

村
出
身
者
の
激
励
会
を
行
う
こ
と
な
ど

を
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
玉
川
会
設
立
発
起
人

は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
口

氏

名

出

身

地

区

区

名

熊

田

藤

作

(

川

辺

)

保

谷

市

大
竹
嘉
一
郎
(
ク
)
八
王
子
市

奥
野
政
保
(
岩
法
寺
)
板
橋
区

大
木
吉
孝
(
南
須
釜
)
台
東
区

真
野
自
力
男
(
。
)
世
田
谷
区

猪

原

一

美

(

。

)

江

戸

川

区

増

子

薫

(

ク

)

宇
田
川
七
郎
(
北
須
釜
)

// 。
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三
月
定
例
議
会
が
三
月
四
日
か
ら

九
日
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、

昭
和
六
十
三
年
度
の
当
初
予
算
等
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
二
十
一
億
九
千
二
百
三

十
二
万
円
の
大
型
予
算
と
な
り
、
前

年
度
対
比
で
二

0
・
四
%
の
高
い
伸

び
率
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
は
村
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
い
わ
ば
青
写

真
で
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
一
年
間

ど
の
よ
う
に
村
づ
く
り
が
行
わ
れ
る

の
か
、
予
算
の
し
く
み
や
使
い
み
ち

な
ど
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す。

1111111111 
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あ
た
っ
て
は
、
村
民
の
広
範
多
様
化

し
た
要
請
と
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
補
助
事
業
の

選
択
的
導
入
、
地
方
債
の
効
率
的
活

用
を
考
慮
し
、
効
率
の
高
い
予
算
編

成
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
基
本
姿
勢
は
次
の

六
点
で
す
。

心
豊
か
で
魅
力
あ
る
村
"
つ
く
り

村
民
一
体
と
な
っ
て
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
一
方
、
若
者
が
定
着

で
き
る
村
守
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

安
全
で
快
適
、
住
み
よ
い
環
境
づ

村
ぃ
つ
く
り
の

基
本
姿
勢

長村田車

昭
和
六
十
三
年
度
の
予
算
編
成
に

地方交付税

768，000 

村 税

360. 150 

( 16.5 ) 

く
り
を
目
指
し
、
道
路
網
、
上
下
水

道
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
に
力
を

入
れ
ま
す
口

産
業
の
振
興

優
良
企
業
の
誘
致
で
雇
用
の
安
定

を
図
る
と
共
に
、
地
場
産
業
の
育
成
、

農
業
生
産
性
向
上
の
た
め
の
圃
場
整

備
な
ど
自
立
農
家
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
商
業
に
つ
い
て
も
魅
力

あ
る
商
庖
街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
福
祉
の
充
実

老
人
の
生
き
が
い
対
策
を
は
じ
め
、

地
域
社
会
の
潤
い
と
ふ
れ
あ
い
を
育

て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
積
極
的

村
に
入
っ
て
く
る
お
金
の
ト
ッ
プ

は
、
七
億
六
千
八
百
万
円
の
地
方
交

付
税
。
次
い
で
大
き
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
の
が
唯
一
の
自
主
財
源
で
あ

る
村
税
で
す
。
昨
年
度
と
比
較
し
て

一
千
五
百
八
十
二
万
円
の
増
収
で
、

に
進
め
ま
す
。

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

「
心
豊
か
な
明
る
い
教
育
環
境
づ

く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
教
育
施
設
の

整
備
に
力
を
入
れ
る
と
共
に
、
次
代

を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
力

を
注
ぎ
ま
す
。

行
財
政
運
営
の
健
全
化

多
様
化
す
る
住
民
ニ

l
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
効
率
化
と

改
善
策
を
積
極
的
に
実
践
し
ま
す
。

ま
た
、
義
務
的
経
費
の
抑
制
を
図
り
、

健
全
か
つ
円
滑
な
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

三
億
六
千
十
五
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

次
は
県
支
出
金
の
三
億
三
千
二
百

五
十
五
万
円
、
国
庫
支
出
金
に
三
億

六
百
四
十
一
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
村
債
の
一
億
七
千
四
百
六
十

万
円
を
含
め
、
こ
の
五
つ
が
村
に
入

っ
て
く
る
大
き
な
財
源
の
柱
に
な
っ

て
い
ま
す
。

く村税の内訳〉
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川川川川川 (5)山 111111

費

(千円)

・福島空港対策費....・ H ・.....・a・-… 3，483

.交通安全対策費....・ H ・......……..]， 246 

.福島県知事選挙費…………..2，706

昭和63年度の

主な事業費

手先~~ 
/liiD 

土木費

677，590 

( 30. 9 ) 

民生費
124， 195 ( 5. 7 ) 
消防費

90， 093 ( 4. 1 ) 
議会費他
76，217(3.5 ) 

民生費
・社会福祉事業……....・ H ・.....…12，174

.老人福祉事業....・ H ・.....・・ H ・H ・....6，690

.幼児保育事業費…一一………47，859

衛生費

・疾病予防費… H ・H ・-… H ・H ・-… H ・H ・5，425

.環境衛生費...・ H ・..… H ・H ・.....・ H ・..5，434

.健康ブくり推進費……H ・H ・...]， 438 

.老人保健費… H ・H ・...….....・H ・...28，560

.健康センター建設費… H ・H ・.103，620

381， 298 

( 17. 4 ) 

歳
出
で
は
昨
年
に
続
き
、
道
路
の

整
備
を
は
じ
め
公
営
住
宅
の
建
設
な

ど
の
土
木
費
に
六
億
七
千
七
百
五
十

九
万
円
が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
中

に
は
、
福
島
空
港
建
設
に
伴
う
西
側

進
入
路
の
道
路
改
良
や
周
辺
整
備
等

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

次
い
で
多
い
の
が
農
用
地
の
基
盤

整
備
な
ど
農
業
振
興
の
た
め
の
農
林

く1郡伊〉

水
産
業
費
で
三
億
八
千
百
二
十
九
万

円
。
ま
た
、
役
場
の
維
持
管
理
な
ど

の
総
務
費
に
は
二
億
五
千
四
百
二
十

二
方
円
、
衛
生
費
は
二
億
二
千
二
百

五
十
三
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
村
民
の
健
康
管
理
の
中

枢
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費

も
含
ま
れ
て
お
り
、
教
育
費
、
公
債

費
な
ど
を
合
わ
せ
二
十
一
億
九
千
二

百
三
十
二
万
円
の
大
型
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

農林水産業費

・農業振興費……....・H ・........・H ・52，348

.農村花嫁対策費……………・・]，318 

・農道等整備事業費…....・H ・...134，832

.農山漁村特別対策費....・H ・-…12，595

.排水特別対策事業費....・H ・......2，350 

.水田農業確立対策費……….9，397

.新農村定住促進事業費....・ H ・55，174

.松くい虫防除対策費・・H ・H ・......9，444 

.非補助土地改良事業費....・H ・39，974

254，227 

(11.6) 

土木費

・道路維持費…・ H ・H ・-…… H ・H ・.100，564

.道路新設改良費…・…...・ H ・..387，585

・公営住宅建設費……・…….148，251

防費

・防災まちづくり事業費….......5，400

j自

教育費…………廿，668

.玉川第一小外壁改修工事

・玉川第一小通路舗装工事

. J![辺小体育館整理樹設置工事

.須釜小屋外トイレ改築工事

・四辻分校窓サッシ改修工事

災害復旧費

・公共土木施設復旧 5力所…10，327
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国
民
健
康
保
験

l
五
億
一

502，087千円入歳

一
百
八
万
円

な重療
歳り点費昭
入まにの和
でし五適六
はた億正十

。二化三
唯 百と年
一 八収度
の 万納の
自 円率予
主 の向算
財 予上は
源算を
と と 最 医

な
る
国
民
健
康
保
険
税
が
昨
年
度
よ

り
二
千
百
万
円
多
い
二
億
四
千
四
百

万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
か

ら
の
補
助
金
の
国
庫
支
出
金
は
、
昨

年
度
と
比
較
し
て
八
・
三
%
増
の
二

億
一
千
四
百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た。
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
を
国
県

舎
で
示
し
た
積
算
方
法
に
基
づ
い
た
計

傑
算
に
よ
っ
て
見
積
り
、
歳
出
予
算
の

齢
六
七
・
五
%
を
占
め
る
三
億
三
千
八

喝
百
九
十
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ま
た
、
老
人
保
健
拠
出
金
は
昨
年

な
度
よ
り
二
二
・
四
%
多
い
一
億
一
千

原
九
百
六
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勅

A
7
年
度
も
成
人
病
の
早
期
発
見

診
早
期
治
療
に
努
め
る
と
共
に
、
「
一

川
白
人
間
ド
ッ
ク
」
や
医
療
費
通
知
を

年
行
い
、
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
り
ま
す
。
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書記

294，369千円

開

費

ハ可
M

F
O
 

J
者

A
斗
-
言
口

Q
d
 

円
ノ
』

出

14.683 

金

14，684 

金他

支払基金交付金

206.266 

出金

58.729 

出金

7 

支

入

入

支

越

庫

歳

県

y守
司河え

繰

歳

国

伍
域
簡
易
水
道
事
業

六
千
五
百
四
十
四
万
円
の
予
算

昭
和
六
十
三
年
度
広
域
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
は
六
千
五
百
四
十
四

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
囚
・
一
%

の
増
と
な
り
ま
し
た
口

A
7
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
主
な

事
業
と
し
て
は
、
送
水
ポ
ン
プ
の
交

換
を
は
じ
め
漏
水
等
事
故
防
止
の
た

め
の
送
水
管
布
設
工
事
等
が
あ
り
ま

す口

療医

294，358 

金出支諸

業務予定量

戸数

1，245戸

オt. .i:会
中ロ

11 
10，000 

愚闇
-年間総給水量

15，334 

3， 795 

出

建設改良費

企業債償還金

支394，200ni 

日平均給水量

1，080ni 
• 1 
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一
昭
和
太
一
士
一
一
一
一
一
一
年
度
一
は
評
価
替
充
の
年
九

園
定
資
産
の
評
価
が
褒
わ
り
ま
す

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
三
年
ご
と
の
基
準
年
度

に
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
昭

和
六
十
三
年
度
は
そ
の
基
準
年
度

に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、

土
地
と
家
屋
の
し
く
み
を
簡
単
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

土
地
の
評
価

土
地
の
評
価
は
、
田
・
畑
・
宅
地
・

山
林
・
雑
種
地
等
、
地
目
別
に
売
買

実
例
価
額
等
を
も
と
に
し
て
「
適
正

な
時
価
」
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
ま
ず
各
地
目
ご
と
に
土

地
状
況
が
類
似
す
る
区
域
に
分
け
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
標
準
地

(
一
筆
)
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
標
準
地
の
う
ち
最
も
価
格
の

高
い
地
点
が
基
準
地
に
な
り
、
県
知

事
の
指
示
を
受
け
て
価
格
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
本
村
で
は
宅
地
の
場
合
、

役
場
周
辺
で
一
平
方

M
当
り
七
、
四

O
O円
と
な
り
ま
す
。

標
準
地
の
価
格
が
決
る
と
、
そ
の

価
格
を
も
と
に
そ
の
地
域
内
の
各
筆

の
土
地
に
つ
い
て
、
土
地
の
形
状
や

道
路
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
評
価
さ

れ
ま
す

D

こ
れ
が
比
準
評
価
で
す
。

こ
う
し
て
各
筆
ご
と
に
評
価
額
が
決

ま
り
、
固
定
資
産
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
ま
す
。

「
課
税
標
準
額
」
と
は
、
こ
の
台

※
 

帳
の
登
録
価
格
の
こ
と
で
す
が
、
住

宅
用
地
の
よ
う
に
特
例
措
置
が
適
用

さ
れ
た
り
、
負
担
調
整
措
置
が
適
用

さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
課
税
標
準
額

は
評
価
額
よ
り
低
く
算
定
さ
れ
ま
す
。

家
屋
の
評
価

出
向

家
屋
の
評
価
は
、
再
建
築
価
格
を

基
準
に
評
価
さ
れ
ま
す
。

@
新
築
家
屋
の
評
価

@
在
来
分
の
家
屋
の
評
価

新
築
家
屋
の
評
価
と
同
様
で
す
が
、

求
め
た
額
が
評
価
替
え
前
の
価
額
(
従

来
の
価
額
)
を
超
え
る
場
合
に
は
通

常
、
評
価
額
は
従
来
の
価
額
に
据
え

お
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

下
回
る
場
合

は
、
そ
の
求
め
た
価
額
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
税
務
課

(
E
五
七

i
一一二

O
一

内
線
=
二
・
一
ニ
二
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住宅用地の特例措置

住宅用地についてはをの

課税標準の特倒措置。この

うち200平方む以下の小規

模住宅用地については、士

の特例措置かあります。

負担調整措置

負担調整措置は、 3年に

一度、土地の評価替えに伴

う税負担の増加を緩和する

ための措置です。

この措置によって、毎年徐

々に新しい評価額にもとづ

く税負担に近づけていきま

す。

再建築価格

評価の対象となった家屋

と全く同ーのものを、評価

の跨点てその場所に新築す

るとした場合に必要な建築

費てす。自治大臣が定める

固定資産評価基準によって

算定します。

経年減点補正率

家屋の建築後の経過年数

によって生ずる損耗の状況

を減価てあらわしたもので

す。

本村の場合ては、倒えは

昭和62年建築の木造住宅に

ついての補正率は0.80の割

合になっています。

四
月
一
日
付
・
(
)
は
旧
任

V

総
務
課
長
H
H
宗
形
友
三
(
議
会

事
務
局
長
)

V

税
務
課
長

1
大
木

嘉
彦
(
住
民
課
長
)

V

住
民
課
長

日
久
保
木
徳
雄
(
税
務
課
長
)

V

建
設
課
長
刊
行
小
針
康
敬
(
水
道
課

長
)
V
産
業
課
長

l
岡
部
勝
良
(
農

業
委
員
会
事
務
局
長
)

V

水
道
課

長
H
H
小
針
一
二
(
須
釜
支
所
長
)

V

議
会
事
務
局
長

1
白
旗
幹
雄

(
産
業
課
長
)

V

農
業
委
員
会
事

務
局
長

1
小
林
弘
(
教
育
委
員
会

教
育
次
長
)

V

教
育
委
員
会
教
育

次
長

l
真
野
目
喜
正
(
泉
保
育
所

長
)

V

公
民
館
長
日
森
清
重
(
会

計
室
長
)

V

泉
保
育
所
長

1
三
吉

隆
之
(
公
民
館
長
)

V

須
釜
支
所

長
日
相
楽
功
男
(
総
務
課
主
幹
兼

庶
務
係
長
)

V

総
務
課
庶
務
係
長

H
H
溝
井
義
三
(
総
務
課
財
政
係
長
)

V

総
務
課
財
政
係
長
日
溝
井
一
夫

(
住
民
課
国
保
係
長
)

V

税
務
課

固
定
資
産
係
長
H
H
塩
沢
忠
雄
(
住

民
課
衛
生
係
長
)

V

住
民
課
国
保

係
長

1
小
林
幸
一
(
税
務
課
固
定

資
産
係
長
)

V

会
計
室
出
納
係
長

リ
溝
井
宏
子
(
住
民
課
住
民
係
長
)

V

住
民
課
衛
生
係
長
H

野
口
サ

ツ

子
(
総
務
課
主
査
)

V

住
民
課
住

民
係
長
H
H
添
田
チ
ヨ
子
(
税
務
課



11111111111111111111111川

暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
替
は
外
出
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
は
。
ク
ル
マ
社
会
。

一
歩
外
へ
出
た
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
常
に
突
通
事
故
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
特
に
四
月
は
、
新
入
学
・
新
人
間
胞
の
季
節
。

歩
き
慣
れ
な
い
遵
を
通
っ
て
学
校
や
幼
稚
盟
に
通
う
子

供
た
ち
の
突
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
四
月

運
手

事

六
日
か
ら
十
五

E
ま
で
の
十
巴
問
、
「
春
の
全
胃
炎
通

安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
と
く
に
多
く
な
っ

て
い
る
お
年
寄
り
の
突
通
事
故
。
十
父
通
弱
者
と
い
わ
れ

る
子
供
と
お
年
寄
り
の
突
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
ん

i
ル
を
す
り
、
正
し
い
突

通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
マ
ナ
!
で

安
全
運
転
を

〈
運
動
の
重
点
事
項
〉

-
M

俳
薪
入
学
(
菌
)
克
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う

子
供
の
交
通
事
故
は
、
午
後
二
時

か
ら
午
後
六
時
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

の
直
前
直
後
の
横
断
に
よ

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

Z年の玉一小の先霊による交通安全パレードから

と
く運動の推進事項

道
路
で
の
遊
び
は
大
変
危
険
で
す
。

な
い
で
早
め
に
帰
宅
す
る

ん
に
話
し
て
あ
げ
ま
し

-
栄
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

運
転
の
追
放
)

無
茶
な
運
転
、
必
要
以
上
の
騒
音

は
国
間
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で

な
く
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん

G

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ

り
、
安
全
走
行
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

恭
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

i
ト
ベ
ル

(
無
謀

ト
の
着
用
の
徹
患

シ
i
ト

ベ

ル

ト

の

義

務

付

に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
低
い
量
一
信
用

率
で
す
。
昨
年
度
の
死
亡
事
故
の
中

で
も
著
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
人
が
、
県
内
で
は
五
十

一
一
一
人
中
三

O
入
、
石
川
地
方
で
も
六

人
中
四
人
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

運
転
席
に
鹿
っ
た
ら
、
ま
ず
ゆ
と

り
を
も
っ
て
、
シ

i
ト
ベ
ル
ト
を
正

し
く
着
用
し
て
か
ら
発
進
す
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
シ
ル
バ
i
交
通
安
全
の
8
」

の
推
進

今
年
度
か
ら
毎
月
十
五
日
は
「
シ

ル
バ
ー
交
通
安
全
の
日
」
と
し
て
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
を
対
象
に
、

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
推
進
員
を
委
唱

し
、
各
種
集
会
や
地
域
に
h

ぬ
い
て
高

齢
者
に
安
全
思
想
の
普
及
に
第
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

1.日躍をi誌く期間中毎

朝、街i頭指導を行う。

2.防災行政無線、広報

車を捷って安全運転を

呼びかけ、広報活動を

強める。

3 新入学児童(園児)、

高齢者に対する交通安

全教育を行う。

ιテント村作戦を行う。

5.自転車利用者(特に

通学用自転車の安全整

備)の交通事故防止に

努める。

6.シルバー交通安全推

進員の委嘱(村老人ク

ラブ連合会員30名)

7.家庭の交通安全推進

員の委嘱(小学校 8年

主
査
)
w
v

総
務
課
主
査

1
有
賀
明

美
(
住
民
課
主
査
)
w
v

総
務
課
主

査

i
永
林
正
血
(
(
、
住
民
課
主
事
)

wv

税
務
課
主
査
日
八
木
喜
久
夫

(
総
務
課
主
査
)

V

住
民
諜
主
査

日
佐
藤
恵
美
子
(
企
画
課
主
査
)

す
住
民
課
主
査
日
本
田
吉
和
(
公

民
館
社
会
教
育
主
事
)
寧
建
設
課

主
査
uu
熊
田
富
一
(
産
業
課
主
査
)

す
産
業
課
主
査

1
小
針
敬
人
(
建

設
謀
、
王
査
)
す
産
業
課
主
査

1
添

田
西
部
(
住
民
課
主
査
)
w
v

企
画

課
主
査

1
森
博
(
総
務
課
主
査
)

wv

水
道
謀
、
王
査
日
付
高
林
重
和
(
住

民
課
主
査
)
w
v

住
民
課
主
事
ー
矢

部
玄
幸
(
水
道
課
主
事
)
w
v

教
育

委
員
会
主
事

1
溝
井
浩
一
(
企
間

諜
主
事
)
w
v

企
一
四
課
主
事
補

1
小

針
武
彦
(
産
業
課
主
事
補
)

V

す

が
ま
幼
稚
園
教
諭

1
仁
井
田
ツ
ヤ

子
(
泉
保
育
所
主
任
保
母
)
w
v

泉

保
育
所
主
任
保
母

l
佐
藤
ヤ
ス
子

(
す
が
ま
幼
稚
園
教
諭
)
す
公
民

館
主
事

1
溝
井
陳
彦
(
新
採
用
)

す
泉
保
育
所
保
母
H
U
吉
田
貴
子

(
新
採
用
)
w
v

す
が
ま
幼
稚
園
教

諭

1
小
針
幸
子
(
新
採
用
)
寧
県

派
遣
H
H
石
井
雅
夫
(
企
画
課
主
事
)

退
職

l
v
斉
藤
泰
一
一
一
(
総
務
課
長
)

す
小
針
六
部
(
建
設
課
長
)

転
任
H
H
w
v
教
育
委
員
会
派
遣
社
会

教
育
主
事
の
落
合
克
美
先
生
が
郡

山
市
喜
久
田
中
学
校
教
頭
へ
栄
転



"川

園
田
」

B
E園

as-L曹

今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
た
三
者

の
集
い
が
、
二
月
二
十
六
日
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
約
百
五
十
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
婦
人
団
体
連
合
会
長
の
山
本
ナ

受
換

カ
先
生
か
ら
「
地
域
に
お
け
る
婦
人

の
役
割
」
と
題
す
る
講
演
を
聞
い
た

あ
と
、
参
加
者
が
三
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
意
見
を
交
換
し
合
い
、
有

意
義
な
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

申
込
み
は

4
月
初
日

女

青

年

教

室

対
象
者

定

員
内

容

期

間

学
習
日

有意義だった山本先生のお話

村
内
在
住
の
青
年
男
女

ω名
若
人
の
翼
、
レ
ク
ス
ポ
ー

ツ
、
映
画
会
、
青
年
活
動

5
月
1
ロ

月

計

7
回

毎
月
1
回
(
第
2
月
曜
日
)

午
後
7
時
1
9
時

安

婦

人

学

級

対
象
者

{

疋

員

内

容

村
内
在
住
の
婦
人

ω名
身
近
な
法
律
、
ダ
ン
ス
、

* 心
が
け
た
い

婦
人
の
社
会
参
加

関 根秋 子さ ん
(四辻新田)

*中て
に活子
入動供
りすも
込る小
む範さ
き囲く
つも
か狭婦
けく人
を 、 会

手地員
探域と
りのし

期

間

学
習
日

婦
人
の
健
康
、
文
章
作
法

5
月
i
ロ
月

毎
月

1
回
(
第

3
月
曜
日
)

午
後

7
時

1
9
時

女
高
齢
者
教
室

対
象
者

戸 ..... 

λ己内期学
習
日 員

村
内
在
住
の
概
ね

ω歳
以

上
の
方

泉
教
室
、
須
釜
教
室
と
も

同
名
ず
つ

健
康
管
理
、
趣
味
、
教
養

な
ど

~ 

モヨト間

5
月
1
翌
年
2
月

回毎
月

1
回
(
第
3
水
曜
日
)

泉
教
室
(
午
前

9
時
i
正

午
)
須
釜
教
室
(
午
後
1

時
半

1
4
時
半
)

キ

し
て
い
た
矢
先
、
三
者
の
集
い
で
山

本
先
生
の
お
話
を
聞
く
機
会
に
め
ぐ

り
あ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
甘
え

を
反
省
す
る
と
共
に
認
識
不
足
は
も

ち
ろ
ん
の
事
、
自
覚
の
足
り
な
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
講
演
で
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
婦
人
の
活
動
の
広
さ
、

婦
人
の
役
割
の
大
き
さ
を
知
り
、
勉

強
の
必
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
少
し
で
も
社
会
参

加
を
心
が
け
、
将
来
に
向
か
っ
て
実

り
あ
る
日
々
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
変
充
実
し
た
集
い
で
し
た
。

*
 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

六
十
年
四
月
か
ら
三
年
間
、
公
民

館
に
席
を
置
い
て
、
村
民
の
社
会
教
育

牛

io

--日寸
i

派遣社教主事

落合克美

玉
川
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
)

5
月
8
日
・
日
日

-m日

(
5
月
の
第
2
・
3
・
5
日

曜
日
)
午
前
九
時

1
正
午

定

員

印

人

参

加

料

無

料

参
加
資
格
者
村
内
在
住
勤
労
者
及

び
婦
人

硬
式
・
佐
藤
敦
先
生
(
県

南
テ
ニ
ス
協
会
理
事
長
)

軟
式
・
安
達
隆
先
生
(
郡

山
市
守
山
中
学
校
教
諭
)

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ

ッ
ト
(
軟
式
ラ
ケ
ッ
ト
は

お
貸
し
し
ま
す
)

公
民
館
ま
で
。
電
話
も
可
(
宮

町

i
3
1
0
1
内
線
位
)

場

所

日

時

講

自市

持
参
品

申
込
先

の
面
で
わ
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
か
ら
ま

た
、
現
場
に
戻
っ
て
学
校
教
育
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
至
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
益
々
生

涯
学
習
な
ど
公
民
館
活
動
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

公
民
館
諸
行
事
、
青
少
年
育
成
村
民

会
議
へ
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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盟富

保
険
料
の
前
納
は

割
引
き
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
一
一
月
分
七
、
七
O
O
円
(
定
額
保

険
料
)
に
な
り
ま
す
。
こ
の
保
険
料

を
一
括
前
納
し
ま
す
と
、
毎
月
納
め

る
手
数
も
は
ぷ
け
ま
す
し
、
う
っ
か

り
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
、
保
険
料

が
割
引
き
さ
れ
大
変
わ
得
で
す
。

保
険
料
割
引
き
前
納
の
納
付
期
限

は
四
月
三
十
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ稔急斜3

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
今
月
中

旬
に
送
付
す
る
昭
和
六
十
三
年
度
国

民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
の
前
納

用
納
付
書
に
よ
り
納
入
し
て
く
だ
さ

h

o

 

〈
前
納
保
険
料
額
〉

V
定
額
保
険
料
(
一
月
分
七
、
七
O

O
円
)
で
は
、
二
、
二
三
O
円
割

引
き
さ
れ
て
九
O
、
一
七
O
円
に

な
り
ま
す
。

V
定
額
十
付
加
保
険
料
(
一
月
分
八
、

一
O
O
円
)
で
は
二
、
三
五
O
円

割
引
き
さ
れ
て
九
四
、
八
五
O
円

に
な
り
ま
す
。

IllllIl川

経
験
と
心
の
発
達

最
近
の
子
供
た
ち
の
様
子
と
一

年
前
、
三
十
年
前
に
、
自
分
た
ち
が

子
供
で
あ
っ
た
こ
ろ
と
比
べ
て
、
だ

い
ぶ
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
親

は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
子
供
の
数
が
少
な
く

な
っ
た
、
病
気
を
し
な
く
な
っ
た
、

遊
び
方
が
変
わ
っ
て
き
た
、
お
も
ち

ゃ
が
豊
富
に
な
り
高
価
に
な
っ
た
、

哲彦

① 

東

詫京
都
ムL
大
学
教
授

摩

武

俊

塾
や
お
け
い
こ
ご
と
な
ど
で
多
忙
に

な
っ
た
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
祖
父
母
と

の
接
触
が
少
な
く
な
っ
た
と
か
、
け

ん
か
を
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
特
徴

を
あ
げ
る
親
も
い
る
で
し
ょ
う
。
す

べ
て
現
在
の
子
供
た
ち
に
一
般
的
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
ご
承
知
の
こ
と
も
多
い
と
思

四
月

日

利
子
非
課
税
制
度

利
子
の
非
課
税
制
度
、
い
わ
ゆ
る

マ
ル
優
等
の
制
度
が
、
昭
和
六
十
三

年
四
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
で
は
、
マ
ル
優
、
持

別
マ
ル
優
、
郵
便
貯
金
の
利
子
非
課

税
扱
い
は
、
次
の
よ
う
な
人
や
こ
れ

ら
の
人
に
準
ず
る
人
な
ど
に
限
っ
て

利
用
で
き
ま
す
。

①
六
十
五
歳
以
上
の
人

②
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
妻

③
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

い
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
よ
そ
の
家
庭
に

行
っ
た
り
、
よ
そ
の
人
が
自
分
の
家

に
く
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
叔
父
さ
ん
、

叔
母
さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
が
け
で
遊

び
に
行
き
、
い
と
こ
た
ち
と
一
緒
に

生
活
す
る
と
い
う
経
験
で
す
。
都
市

の
大
学
生
に
幼
稚
園
か
小
学
校
の
こ

ろ
に
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
と
質
問
す
る
と
、

わ
ず
か
一
O
%
程
度
の
も
の
が
肯
定

的
な
返
事
を
し
た
だ
け
で
し
た
。

い
ま
の
親
た
ち
の
世
代
に
は
も
っ

と
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

家
に
親
類
の
人
が
泊
ま
り
に
く
る
と

る
人

④
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
一
般
の

財
形
貯
蓄
の
非
課
税
が
な
く
な
り
、

新
た
に
設
け
ら
れ
た
財
形
住
宅
貯
蓄

と
、
従
来
の
財
形
年
金
貯
蓄
を
合
わ

せ
て
、
最
高
五
百
万
円
が
非
課
税
ワ

ク
と
な
り
ま
す
。

新
利
子
非
課
税
制
度
の
種
類
や
内

容
な
ど
は
表
の
と
わ
り
で
す
。
こ
れ
以

外
の
利
子
所
得
は
、
原
則
と
し
て
一
律

二
O
%
(
う
ち
五
%
は
都
道
府
県
民

税
)
の
源
泉
分
離
課
税
と
な
り
ま
す
。

新・利子非課税制度の

種類と内容

種類 内容

銀行などの預貯

マル優 300万円
金、貸付信託、

公社債、公社債

投資信託など

特別マル優 300万円
利付国債、公募

地方債

郵便貯金 300万円

、 サラ~内パ川 崎』 務一綴寸慨ーにみ円

句 -ゐ種目d乃 - 島 e 民 一lIi抽

種 類 非限度標税額 内容

財形住宅

貯蓄 合わせて
サラリーマンの

財形年金 500万円
給料からの天引

貯蓄
預金

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
も
の

で
す
。
現
在
の
主
婦
た
ち
が
多
忙
に

な
っ
た
こ
と
、
ホ
テ
ル
が
広
く
普
及

し
た
こ
と
、
親
類
や
知
人
と
の
つ
き

合
い
を
煩
わ
し
い
と
思
う
人
が
増
え

た
と
い
う
事
情
が
、
こ
れ
ら
の
機
会

を
少
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

な
ん
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
で
す

が
、
親
、
兄
弟
以
外
の
人
と
親
し
く

接
す
る
こ
と
、
言
葉
を
変
え
て
言
え

ば
、
多
様
な
人
間
関
係
を
も
つ
こ
と

は
子
供
の
心
の
発
達
に
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ
三
十
代
の
男

性
で
も
父
親
と
あ
の
叔
父
と
は
ど
こ

が
違
う
か
、
あ
の
叔
母
の
家
と
自
分

の
家
と
は
雰
囲
気
が
ど
う
違
う
か
を

知
る
こ
と
で
す
。
親
類
の
人
の
前
で

は
、
子
供
で
も
自
分
を
よ
く
見
せ
よ

う
と
努
め
ま
す
。
言
っ
て
い
い
こ
と

と
い
け
な
い
こ
と
の
け
じ
め
も
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
習
得
さ
れ

ま
す
。
家
庭
を
単
調
で
、
閉
鎖
的
な

も
の
に
し
な
い
で
、
子
供
の
年
齢
に

応
じ
て
経
験
の
範
囲
を
拡
大
す
る
よ

う
に
す
る
配
慮
が
親
に
は
期
待
さ
れ

る
の
で
す
。
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第
一
次
募
集

ニ嬬

て〉
寝郵亘

昭
和
六
十
三
年
度
第
一
次
婦
人
自

衛
官
を
下
記
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
口
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
に
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お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
口

コ
し

〈
募
集
期
間
〉
昭
和
六
十
三
年
三
月

一
日

1
昭
和
六
十
三
年
四
月
三

O
日

〈
試
験
期
日
〉
昭
和
六
十
三
年
五
月

十
一
日
(
水
)

〈
試
験
場
〉
陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯

地
(
郡
山
市
大
槻
町
長
右
エ
門
林
こ

〈
試
験
種
目
〉

@
筆
記
試
験
(
国
語
、
数
学
、

作
文
)

@
口
述
試
験

@
身
体
検
査

お誕生おめでとう
ございます

(2月届出分)

出生児氏名 保護者名

矢吹辰雄 当

佐藤重人 方信

増子享 修

石森泉 四郎一

区

高

釜

屋
須

ク

小

地

小

南

山

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
口

記

おくやみ
申し上げます@

岩
法
寺
の
村
越

(2月届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

矢部タツ 84 正 雄

溝 井 冨 吉 63 庄吉

永林スサ 94 テイ

村 越 清 重 70 清

吉 村 忠 明 87 忠雄

草野マツ 85 利 房

地 区

川辺

小 高

中

岩法寺

南須釜

北須釜

清
さ
ん
か
ら

二

万

円

忠
伸
さ
ん
か
ら

一

万

円

@
南
須
釜
の
飯
島
春
推
さ
ん
か
ら

三

万

円

。
南
須
釜
の
大
越
サ
タ
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

。
吉
の
森

内職の発注事業者は
「委託状況届」

の提出を

1 ，561戸(+3) 

7，593人(+5) 

3，749人(+2) 

3，844人 (ート 3 ) 

村のようす
(63年 3月1日現在)

時

襲

撃

五
月

期険

の

五
月
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
労

働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
で
す
。

四
月
初
め
に
基
準
局
ま
た
は
県
か
ら

申
告
書
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
口
記

入
要
領
を
よ
く
読
ん
で
、
五
月
十
六

日
(
月
)
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関

等
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
口
な
お
、

賃
金
台
帳
等
の
整
備
も
お
忘
れ
な
く
口

製造・加工業者等て、製

品の加工を家内労働者(内

職者)に発注している事業

主は、「委託状況届」をしな

くてはなりません。これは

毎年 4月 i日現在の家内労

働者数を、労働基準局に「委

託状況届」として、届出す

るものです。

今年も届出の時期が4月
30日までになっていますの

で、各種の年度更新事務と

一緒にお願いします。なあ¥

所定の用組は各労働基準監

督署にあります。

(福島労働基準局)




